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これまで100年　未来に向かって
愛知県教育委員会生涯学習課文化財保護室

　愛知県教育委員会では歴史的建造物の保護に係る取組として、現在、県立高等学校に所
在する門柱や塀などの工作物の情報収集を行っております。その中から今回は、大正８年
（1919）開校でまもなく100周年を迎える刈谷・半田・一宮・愛知商業の４校のうち、開校
当初の正門が唯一残る刈谷高等学校を紹介します。
　刈谷高等学校は、市の中部、名鉄刈谷市駅の東500mに所在し、正門は校地の南辺中央に
位置します。県営繕課が設計、前身の県立第八中学校の開校に伴い建設されたものです。
間口約9.3m、４基の方形の門柱を立て左右に脇門を付けています。門柱は鉄筋コンクリー
ト造洗い出し仕上げで、高さは中央柱が約3.2m、脇柱が約2.9m、柱礎、柱身、柱頭の３つ
で構成されています。大正時代の学校建築として、また、鉄筋コンクリートの技術が地方
都市に伝わった証として、今も歴史と伝統が息づいている刈谷高等学校の正門は、これか
らも毎日生徒の登下校を見守ってくれることでしょう。

現在の登校風景　 開校当初の風景
『刈谷高校　写真五十年史』(昭和48年発行)から転載




